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锻

十

六

怨

(

九
九
四)

雜

錄

勞
侧
墓
問
胆
一
士

k

め
に
設
け
た
貯
蓄
銀
行
は
、
：
一
八
一
八
年
に
六
十
磅 

の
猶
金
を
受
け
つ
‘け
れ
。
老
衰
者
及
び
癒
疾
者
の
た
.め
‘ 

,に
ば
、を
の
收
容
所
が
設
け
ら
れ
た
。
エ
場
で
は
十
歲
未 

滿
の
子
女
を
使
胂
し
な
い
。

一
八一

六
年
にO

w
e
n

は 

從
來
の
勞
働
時
間
、
:「
旧
十
四
時
間
を
減
じ
て
十
ニ
時 

•
E

ご
し
々
。
そ
.の
吋
が
ら
一
時
間
十
五
分
の
食
事
時
.間 

を
搭
除
す
る
が
ら
、
‘正
味
の
勞
働
時
間
は
+
時
間
四
十 

五
分
で
あ
つ
た
。

;:.,

Rabert 

O
w
e
n

の
み
が
乙
の
方
而
の
,p
t

一
 

の
開
拓 

者
で
あ
る
の
で
は
な
い
。
彼
ビ
，同
じ
や
ぅ
な
試
を
企
て 

た
も
§
が
他
に
.も
あ
る
。

ー
八
四
五
年
のH

o
m
e
r

の 

歡
#
の
.內
に
、
次
の
一
：猶
が
報
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
八
百
一 

5£
十
四
人
^
使
傭
す
る
* :
典
國
會
社
で
は
、
幼
年H

及 

び
勢
働
者
の
子
女
の
た
め
に
、
毎
日
、'
:學
校
で
M
業
し 

そ
れ
の
み
な
ら
す
，
每
日
疋
午
ょ
^V |

時
ま
で
エ 

場
に
'醫
者
を
傭
ひ
®
き
、
：そ
の
者
を
し
て
病
家
の
往
#: 

入
院
麥
の
配
ホ
を
行
は
し
め
た
。
Jt
_

に

は

圖

書

館

の

;
リ

第

七

號1
0

六 

.

.設

.も
あ
り
、
貯
蓄
銀
行
も
設•け
ら
れ
て
ゐ
'た
。
さ
ぅ
し 

V

そ
0
銀
行
で
は
每
土
|1
六
志
、ょ
6
五
片
ま
で
の
預
金 

を
引
'受
け
、
こ
れ
に
對
し
て
.

「

六
ヶ
月
の
間
屯
斷
す
る 

，J. 

S
な
ぐ
預
金
す
れ
ばJ

五
分
の
利
子
が
支
.拂

は

’
れ

も 

の
で
あ
つ
た
。.
勞
働
者
に
課
し
た
罰
金
ょb
成
る
疾
病 

救
濟
®
金
、S

祭
M
集
會
、
，
年
々
の
遠
足
、
每
月
演
^
を 

抒
ふ
消
防
團
が
紺
織
せ
ら
れ
，て
ゐ/£)

W
こ
の
組
織
の
效
果
は
、
費
用
を
十
分
償
ふ
に
足
る
も 

の
で
あ
る
て
^
は
當
初
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
た
。Robert 

O
w
e
n

の
こ
の
前
例
®
な
い
產
業
管
理
の
方
法
は
、
會 

社
が
一
八
〇
七
年
の
締
切
の
時
に
不
勞
賃
鈒
七
千
破
を 

.支
拂
つ
て
"
尙
ほ
ー
八
〇
0
年
ょ
り
1
八
三
〇
华
ま
で 

:
每
年
凡
^1

萬
碲
の
利
8i
を
■
げ
、
慈
善
の
費
用
を
十 

分
償
つ
，た
。
こ
れ
は
十
三
萬
磅
0
投
資
に
對
す
る
平
均 

七
分
五
厘
に
當
つ
て
.ゐ
.る
0
.
0

W

3

は

他

の

同

.樣

な

エ 

場
に
於
け
る
ょ
6
も
低
廉
«
る
平
均
遇
拂
賃
銀
を
支
拂 

つ
た
か
ら
、
こ
の
利
潤
の
一
部
は
不
當
な
も
の
で
あ
る

€
思
は
れ
る
か
も
知
れ
ぬ
丫 

.

.

-
b
w
e
n
.

の1

八
一
六
年
^
胆
し
た
^
三
の
論
文a

 

:
N
e
w

 ,view of S
o
c
i
e
t
y

は「
H

場
主
及
び
傭
主
が
、
自 

己1

身
の
利
益
の
み
な
ら
t
 

i般
に
國
家
の
利
益
の
た 

め
に」

、彼
の
例
に
從
は
ん
こ
と
を
#

へ
て
ゐ
る
o
彼
ば 

設
備
機
械
の
保
謹
監
督
費
の
節
約
を
指
摘
し
て
、
：次
で 

述
べ
：て
日
•ぐ
。
：

-
:卜「

汝
等
の
無
生
物
な
‘
機
械
に
對
す
る
，適
當
な
る
注 

'
意
が
、
，か
ぐ
の
如
き
有
利
な
る
結
果
を
生
ず
る
こ
ビ 

が
出
來
る
な
ら
、
そ
れ
ょ
V
も
も
り
ヒ
巧
妙
不
可
思 

議
な
各
構
造
で
あ
る
汝
等
の
生
物
な
る
機
械
、
に
同 

,
’等
の
注
意
を
挪
ふ
,
其
結
果
：は
如
何
で
あ
ら
ぅ
か
。
‘

• 

. 

. 

•
，

* 
:
余
を
欺
く 

y

」

へ
ビ
出
來
ざ
る
«
驗
か
ら 

> 
余
は 

汝
等
0
之
れ
に
用
ひ
た
る
時
間
ざ
資
金
が
，
，論
越
の 

眞
の
知
識
に
ょ
つ
て
支
配
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
投
下 

.
し
た
る
資
本
の
五
分
、
'•
■」

a
に
：あ
ら
で
®
五
割
ま
れ 

多
/
、の
.場
合
に
於
い
て
十
割
の
報
酬
を
生
む
”」

で
を

.

.敢
て
保
障
す
る
。」 

,

こ
れ
に
ょ
つ
て
も
福*
施
^
な
る
も
の
が
、
決
し
て 

損
失
^
な
ち
ぬ
こ
ビ
を"

初
期
の
實
驗
の
一
.の
內
に.

駿 

見
し
た
の
で
あ
る
。(

未
完)

i
s

:
■

'露

西

亞

に

於

け

る

勞

働

:

:

h

:■

町

田

_
 

一
 

0

.

此
小
篇
は
全
露
勞
働
紐
合
中
央
委
肖
會
の
執
行
委
炱
.L

o
z

o
s

k
y

の 

著
(1

し
|:

. 

..

H

halu
n
i
o
n
s

 

i
n

 

S
o
v
i
e
t

w
u
s
s
i
p
.
. 

(
1
9
2
0 

M
o
s
c
o
w
:

の
拙
い
招
分
で
わ
る

0

;

:

,1露
西
®

R
於
て
は
資
本
家
に
對
す
る
勞
働
階
級
の
簡 

爭
的
機
關
€
し
て
の
^

«

»

運̂
®
#
一
 

九
Q
五
年
の 

革
命
當
時
に
始
つ
た
の
で
あ
)̂

が
、
勢
働
者
間
の
相
互 

扶
助
を
目
的
定
す
る
種
々
な
形
體
0
共
濟
刚
體
は
早
く

第

十

六

卷

(

九
九
五)

ン
：；
雜

,

0

霡
贿
踮
に
於
け
^
勞
働
組
合
運
動

第
七
跳 

一
o
七



第f

六

怨

(

九
九
六)

：
_

亂
西
蓝
に
於
け
5

勢
做
細
合
運
動

第

七

號

|

Q

八

ぁ
づ
て
資
本
家
に
對
ず
.る
勞
働
者
の
經
濟
•
議
ビ
は
.全 

く
關
係
が
な
か

0
た
ノ
尙H

場
共
濟
基
金
の
規
約
は
六 

藏
大
庳
に
：依
：り
、.
そ
の
他
の
.共
濟
會
の
は
內
務
大
，頃
に 

V
Kつ
て
認
可
さ
れ
、
。ホ
ー
ラ
ン
.ド
の
#

か

，
る

團

.體

の

&

‘立
に
は
皇
帝
の
®
許
を
要
し
れ
。
而
も
是
等
剛
體
は
勞 

.ド

こ
於
で
も
1

A三
八
年
に
：

I

働
條
件
の
改
善
、
勞
働
階
級
の
解
放
を
望
：む
勞
働
者
を

勞
卿
者
の
間
に
組
織
3
れ
'
殊
に
f

ラ
シ
ド
及
び
>

ル
チ
ッ
へ
ク
諸
地
方
に
は
廣
く
普
及
し
ー
八
九
八
年
に
は 

バ
践
チ
ッ
.ク
地
方
の
み
に
九
.十
八
の
勞
働
者
共
濟
組
合
，
 

せ
各
階
級
を
含
む
瓦
十
コ
ー
の
埋
葬
^

:#
給
會
が
存
し 

..そ
の
.古
き
も
の
は
一
八
一
一
へ
一
，年

頃

に

渙

設

3
■れ
た
の
で 

あ
0
た
。
ぺ
テ
ロ
グ
ラ
ー

は
印
刷
：
植
字
エ
石
版
エ
の
.間
に
、
‘

ス
コ
ォ
2

印
. 

刷
エ
の
間
に
典
濟
會
が
か
つ
れ
。'
そ
し
.て
A
九
十
年
代 

に
は
十V

の
印
刷H

共
濟
會
ヵ
諸
考
寸
に
存
枉
し
f 

又
之
：等
共
濟
組
合

€
並
ん
ャ
«

人

»

合：
(maftsBen 

societies}

が
一
'
.八
九
八
年
に
は
十
五
8
織
5
れ
て
ゐ
れ 

:
':
:
併
し
エ
場
勞
働
者
の
翻
體
は
槪
し
て
へ
一
九
九
0
年
代 

中
頃
ま
で
は
振
は
ず
、
，一
九
〇
五
年
.の
革
命
前
に
於 

る
*
大
0
削g

は
商
業
使
用
人
の
：圓
體
で
あ
つ
て
M
 々

:
雁
主
も
名
*

#
員
ど
し
て
加
は
つ
て
.ゐ
れ
。
凡
て
之
等 

刚
體
の
目
的
は
會
員
巾
の
疾
病
着
^
對
す
る
金
品
醫
藥 

の
^
與
、或
は
埋
葬
費
，の
#!
助
、*
婦
孤
兒
の
扶
助
等
に

^ i

足

せ

し

め

る

に

运

ら

な

か

つ

た

。
.
併

し

勞

働

階

級

の 

斯

か

る

企

圖

は

政

府

の

非

常

に

恐

れ

る

所

で

あ

つ

た

の 

で

勞

働
»

合

組

織

の

如

何

な

，る

_

を

も

政

府

は

撲

滅 

し

な

け

れ

ば

止

ま

な

か

つ

れ

の

で

違

法

の

勞

働

組
<
p ,

か 

自

然

成

立

し

社

會

：民

主

々

義

の

秘

密

結

社

の

一

部
^

^

 

る

至

つ

た
。

:

: .
:

:;
露

西

瓯

に

於

て

は

同

盟

罷

エ

は

跋

禁

さ

れ

一

八

七

四 

年

の

刑

法

第

三

西

十

ル

條

は

灌

主

V」

勞

働

者

間

の

敵

意
. 

を

惹

起

す

目

的

の

_

體

に

屬

す

る

者

は

權

利

財

產

剝

奪 

の

上

八

ヶ

月

の

禁

鲴

又

同

媼

能

エ

の

煽

動

者

は

シ

ベ

：リ 

ャ
へ
の
流
刑
を
規
定
し
れ
。
之

に

據

つ

て

容

赦

な

く

i
3
j

\
J

; '
L'

\
：\

I
I

1

|
j?

1
I

|

.處
■
を
受
け
澇
働
者
の
圏
體
運
動
は
非
常
な
迫
害
^
蒙

：
罷
エ
基
金
が
初
め
て
設
け
ら
れ
た
の
は
一
八
八
八
年 

づ
だ
が
、へ
七
十
年
代
の
資
本
生
義
の
隆
盛
€
共
^
同

盟

グ

冲

，

A

ナ
の
靴
下
エ
裁
縫
師
製
紙
エ
及
び
製
靴
エ
の
間 

«
h
jも
亦
激
し
く
な
り
政
府
は
餘
儀
な
く
1
A八
二

年

に

於

て

>
あ
0:
て
、
を
れ
^
次
い
で
一
八
九
四
年
フ
ル 

.^
玥
ー：：

日
ぃ(

以

下

凡

.1
:
露
曆
に
ょ
る)

:.
:の法令を以て：
シ、ョ

'ォ
の
猶
太
人
勞
働
者
_
體
が
數
種
の
職
業
に
之
を 

拾1

一
才
以
下
の
兒
童
の
歷
傭
を
禁
じ
拾
五
才
以
下
の
少
ー
龜
つ
た
。
又
。へ
テ
ロ
グ
ラ
|
ド
の
数
エ
場
内
に
此
違
法 

#
め
.勞
働
をI:

日
八
時
僴
に
制
限
し
た
。
：
'

|

の
闘
举
基
金
が
設
け
ら
れ
會
員
負
擔
額
の
四
分
の
ブ
は 

':
,併
七
八
十
年
に
：な
つ
^

此̂
«;
動

は

：
靜

ま

ら

す

擺

エ

ぃ

|
.
:
罷

エ
^

:̂
'.
^

部
^

業
见
方
に
#

ん
1 1

勃

發

し
^

: 0

で
ー
，八
八 

\

 

て

ら

れ

た
_ !
/ \
A

s

¥

R

r

v

a

n

o

v

'

 

V
o

s
n

e
s
s
e
n
s
k

 

に 

於
年
六
^

ニ
日
に
エ
場
勞
働
者
の
雇
傭
に
關
し
て
の
規
一
組
織
さ
れ
た
勞
働
組
合
は
基
金
疋
圖
書
館
を
設
け
、
又 

淀
を
、
.
.

又

I
.

八
八
五
年
中
に
は
數
楝

H

業
.

の

婦

人

夜

業\

 

'

一
八
九
七
苹
に
は
中
央
基
金
：c

c
e

n
t

E

 

F
u

n
d

)

 ；

か
二 

n
:

 

.

禁
止
令
を
發
布
し
た
。
へ
猶
一
八
九
六
年
ペ 
ー

K

へロ#

チ
デ
フ
に
造
ら
れ
そ
の
收
人
の
半
ば
は
龍
エ
基
金
に
割 

'

ド

に

於

け

る

；
丑

萬

五

千

名

の

‘：妨

織

エ

の

難

本

 

\

宛
て
ら
れ
た
。：
 

'

之
等
能

H

基
翁
、
勞
働
幽
體
は
凡
て
，社 

政
俯
ば
勿
論
勞
働
階
級
自
體
.

に
も
非
常
な
印
象
を
與
へ：

一
.：會
尻
主
々
義
者
に
ょ
つ
て
組
織
さ
れ
た
の
で
あ
つ
て
彼 

之
が
截
懕
後

：
.
1

八
九
八
年
政
庥
は
成
年
勞
働
者
0

蕺
間
等
は
言
は
士
露
西
亜
勞
働
組
合
運
•動
の
搖
籃
ビ
な
つ
た 

.

勞
働
を
扮

1

時
間
半
に
夜
間
勞
働
を
拾
時
間
に
制
限
し
：
：
の
で
あ
る
へ
又

1

八
九
八
年
に
は
勞
働
階
級

0
解
放
を 

^

。
，斯
く
露
附
亜
の
エ
場
法
は
常
に
同
煺
輝
エ
ミ
關
連
：

目

的

匕
す
る
凡
て
の
则
體
が
結
合
し
て「

の
社
會
民
主 

し
之
が
有
和
策
ど
し
て
制
定
さ
れ
た
の
：で
あ
つ
た
。
-

.

々
義
勞
働
黨
を
組
織
し
た
。

•

/

:

 

•

部
十
六
卷
.

(

九
九
七
}

雜

錄

.

露
四
胆
|:

於
.け
る
勞
.働
組
合
述
動 

第
セ
號 

ー
0

九



m

第

十

六

潘

(

九
九
八)

雜.

錄
露
西
蓝

U

货
け
る
勞
0

紙
合
邂
靱 

第
セ
狒
ニ
〇

.

-勞
働
運
動
の
盛
ん
に
な
る
i
共
に
政
府
部
內
に
は
之
：
抗
さ
せ
以
.て
事
制
政
府
自
體
の
安
全
を
計
る
爲
め
封
雜 

.に
對
す
名
»
會
民
主
.々
義
0;
危
險
な
政
治
的
影
響
を
防
：
'
的
政
府
を
建
設
せ
ん
ど
す
名
も
の
で
ぁ
る
€
い
ふ
非
_
 

lh
す

'^
適
^

^
勞
働
rs
l
體
の
細
織
が
企
畫
さ
れ
モ.

ス
コ
を
聞
ぐ
に
至
り
政
府
はzpbatcff

,
,
を
ボ
ロ
グ
タ
へ
轉 

ォ
の
警
察
«
長
^
召
0

^

^
吒
.：..ス
コ
，
ォ
、
長

: ®

のz

-'&
a
t
o
f
f

任
を
命
じ
た
。

一
九
〇
四

年
政
府
は
新
た
に
内
務
火
^

 

が
之
に
携
ユ
り
せ
。
ム
九
〇
ユ
年
モ
ス
コ
ォ
に
は
®
宵

$ 

Plelive

ど
大
僧
疋
>
式
0
3.
1
1
5
.
の
保
護
の
下
に『

勞
働 

.の
直
接
保
護
脂
導
の
下
に
®H
組
合(

g
o
&
E
O 

S
o
c
-

す
者
間
に
國
民
的
自
覺
を
喚
起
^
す』

目
的
を
以
て
露
幽 

.墨

>

,:
:
が
組
織
^
れ
、
"
ミ
ン
.ス
，ク
で
へ
は
警
察
部
長
r
jff
i
努
働
者
會
を
創
設
し
た
◊
#
し
之
も
亦
先
き
の
失
敗 

V
a

g.l
e
v

又
ォ
，デ
v
:

.̂1
?
»
;
s
h
a
e
v
i
t
c
h

が
同
目
的
の|

を
繰
返
す
^

過
ぎ
す
し
て
却
つ
て
ぺ
タ
.
ゃ
ダ
ラ
）
ド
の 

團
體
を
組
織
し
1C
:
。
勞
饊
者
の
注
意
.を
政
治
方
面
か
ら\

勞
働
運
動
の
中
心
^
な
つ
れ
？
：

經
濟
間
顧
に
向
け
や
ぅ
«

い
;^
此

努

カ

は

豫

期

に

反

し
 

れ
。
.そ
し
て
小
副
體
の
間
は
何
事
も
な
か
つ
セ
が
多
數 

勞
働
者
0
加
は
る
や
勞
働
梁
讖
の
中
心
ビ
な
る
に
至
つ 

拎
。
.例
へ
ば
織
匠
等
が
^

^
の
S

で
相
互
抉
助
會
を 

組
織
す
る

や
*
に
賃
銀
0
堦
額
を
要
求
し
、：

夂
ォ
デ
ッ 

サ
の
組
合
ば
大
同
盟
.能

エ

の

發

頭

人

ビ

な

る

有

樣

，で
ぁ
：
 

避
に
於
‘て

^
び
|

ザ
の
考
案
は
却
つ
て
^
業 

.家
の
反
感
を
招
.き
、
有
產
階
級
に
對
し
て
勞
働
者
を
反

S

I
I
Si

!
iI
§
r

i

そ
し
て
激
し
い
同
疆
f

示
威
連
動
の
後
に
終
に 

R
e
d

 S
u
n
d
a
y

t
し
て
有
名
な1

九
〇
班
年I

月
九
日 

の
騷
動
ど
な
っ
た
0
之
が
動
機
S
な
っ
て
そ
の
後
數
夂 

月
間
に
五
拾
萬
餘
の
勞
働
者
が
擺
エ
を
行
ひ
此
經
濟
的 

擺H
が
政
治
的
暴
動
e
變
6
を
の
勢
に
流
石
の
專
制
政 

府
も

.

1

時
勞
働
者
の
不
法
行
爲
を
如
f

も
出
來
ぬ
程 

で
ぁ
っ
た
。
そ
の
間
に
ぁ
っV

:

先
づ
印
刷
工
組
合
が
成 

t

次S

で
は
#•
務
貫
ビ
書
記
の
組
合
並
に
®

^
ff
i
ff
l

人

の

牛八！：

仏

的

組

合S
藥
局
生
の
組
合
が
組
織
さ
れ 

た
。：I:

.九

〇

五

年

の

f會
合
，に
は
時
計
職
工
裁
縫
師 

鞣
皮
m
及
び
製
靴
エ
の
&
を
が
創
設
さ
れ
た
。

一九
0 

三
.弗
以
來
勞
働
條

件

改

善

の

爲

め

モ

：ス
コ
ォ
'に
存
在
し 

社
會
段
主，
黨

の

，綱
領
を
！

s

め
て
ゐ
た
違
法
の
印
刷
工

a 

合
^i

九
Q

E
年
來
引
續
い
て
勞
働
爭
議
を
行
っ
た
。

又
そ
の
.春

B
o
l
s
h
e
v
i
k
s

は
麪
齙
燒
職
工
.の
組
合
を
組 

織
ム
|彼
等
は
.事
實
上
當
時
の
：勞
働
運
動
の
：指
導
者
皮
な 

0
#
。，

そ
の
後
國
内
各
地
.方
に
同
樣
の
組
合
が
組
織
さ 

:れ

、
：

「

九
月
に
：は
又‘も
同
盟
罷
エ
の

波
*
!

が
押
.寄

せ

拾

月

：
 

の
總
同
：
'盟
罷
エ
€
大

示

威

運

勸

が

勃

發

し

た

。
.
.
：
べ 

.
:

九
月
二#
四

日

、.
'十

河

：

1:.

日
.六
日
七
日
に
波
っ
セ
開 

か
.れ
穴
最
籾
の
勞
働
組
合
代
表
者
會
議
に
社
ー1

十
六
の
.

； 

モ
ス
マ
，ォ
の
勞
働
幽
體
苳
他
都
市

0
拾
組
合
の
代
表
者 

が
出
旅
ん
お
”
當
時
の
各
組
合
は
そ
の
組
織
が
檨
々
!:
' 

ぁ
つ
て
^
を
統
‘ー、し
連
^

.^
,6
機
關
を
必
要
^
し
た
の 

:

で
先
づ
务
0:
重

要

_

題

は

4
國
大
會
開
催
の
件
で
ぁ
っ
：

第

十

六

卷

(

九
九
九

)

雜錄露西瓯に於ける：

た
ノ
未
だ
秧
序
立
つ
た
圓
體
が
存
在
し
な
い
の
で
如
何 

な
る
勞
働
團
體
を
此
の
大
會
に
參
加
せ
し
め
る
か
に
就 

て
，：『

大
會
に
參
加
す
る
權
限
は
無
產
者
的
性
質
の
凡
て 

の
職
業
の
賃
銀
勞
働
者
を
以
て
.紙
織
さ
れ
且
つ
直
接
或 

は
間
接
に
資
本
在
の
抗
爭
を
目
的
S
す
る
共
濟
會
並
に 

勞
働
組
合
^
ぁ
る』

事
を
決
議
し
ァ
泥
成
圈
體
は
そ
の
：
 

無
產
考
侧
の
み
代
表
權
を
有
しN

u
b
a
t
o
f
f

組
織
の
團

體

は

れ

た

。
此
決
_
は
勞
働
組
合
運
動
が
魄
に 

階

級

闘

，爭

的

色

彩

の

濃

厚

な

る

事

を

表

示

し

た

。

十
'月
.の
革
命
的
暴
動
は
多
ズ
の
勞
働
淨
議
を
惹
起
し 

吏
に
之
が
政
治
的
運
動
に
■
じ
た
C
到
る
趴
に
罷
エ
委 

員
會
、勞
働
組
合
、
勞
働
漭
代
表
協
議
會
が
成
立
し
勞
働 

組
合
連
勤
は
此
機
會
を
利
用
し
て
盛
ん
に
新
方
面
に
擴 

大
し
た
0
そ
し
て
十
一
月
十
！1

月
の
勞
働
者
侧
の
敗
北 

に
も
拘
は
ら
ず
組
合
の
發
達
は
止
：ま

ず

^

の
歡
は
增
加 

し

1

九
〇

六
年
一.一.月
下
旬
第
11
囘
の
勞
働
組
合
會
讖
が 

開
催
さ
れ
た
時
に
は
國
內
-に
二
十
萬
の
組
合
勞
働
者
が•

I

組
合
運
動 

第

七

號

1
1
1
.
:



销

士

ハ

龄

(
一

G
o

o
)

雜

錄

旗
四
蓝11

於
け
る
勞
働
紕
合
運
動 

第
七S

 

ニ

ニ

..
V

第
.
一
囘
の
革
命
の
失
敗
が
ら
ニ
九
一
七
年
の
苹
命
ま 

.
圯
會
‘議
は
當
時
の
多
.く
の
重
.要
.«'
決
議
案
を
通
過
す「

：
.
.

：

，で
勞
働
組
合
遝
動
1
1民
衆
_
動
マ」

し
て
露
西
-T
r
Mに
現
は 

^
fe
典
.に
再
g

K
而
の
急
務
が
：全

國

大

會

の

召

嚴

に

あ

れ

な

，か

，つ

^

帝
制
政
府
は
過
酷
な
組
合
の
檢
閱
を
W
 

る
事
を
決
議
:0
、
：そ

の

爲

め

の

规

程

を

作

成

し

準

備

委

:
.::
:行
し
組
合
は
罷
エ
者
の
援
助
を
厳
9
れ
、
多
く
の
組
合 

員
を
選
^
，
紙
織
部
：は
そ
の
為
集
ま
で
全
國
の
中
心
機j 

.は
德
エ
に
參
加
ぜ
ん
匕
企
て
、
解
散
を
命
せ
ら
れ
、
多 

:關

ぎ

し

て

活

動

し

單

に
.國

內
0
組

合

の

統

」

.連

絡

を

計

i:

数
の
擺
X
者
ば
逮
捕
さ
れ
■シ
べ
ダ
ャ
ぺ
流
刑
に
な
り
、
.: 

本
ば
：が
^
-で
.な
く
歐
洲
の
組
合

:̂
の
交
渉
を
そ
の
.i

組
合
0.
基
金
書
鐯
等
は
沒
收
さ
れ
：た
ノ
警
官
は
有
ゆ
る 

任
乾
e
し
ね
。
此
大
會
0
代
衷
に
.選
出
^
れ
'る

圓

體

の

':
會
合
：に

臨

檢
し
ツ
し
め
ロ
實
、

又

/®
々
全
く
理
由
な
f
 

資
格
を
決
す
名
，に
當
.つ
て
.
.

『

最
：近

の

勞

働

蓮

動

卜

解

散

を

命

じ

た

。
警
察
の
統
計
に
ょ
る
ビ
秫
々
な
铿
_
 

術
を
，舉
中
必
侧
體
の
：み
が
有
ず
る
ビ
い
ふ
極
め
て
暖
昧
一
で
閉
鎖
さ
れ
た
組
合
力
ー
九
ひ
七
年
た
け
で
ft
四
あ
つ 

汝
1:
:
言
を
爲
し
、.
又

r

勞
働
組
合
は
勞
働
條
件
改
_

た
。
併
し
政
府
め
此
反
動
的
な
迫
#
€
鎭
滕
手
段
も
組 

爲
め
に
資
本
家
に
對
杭
す
る
職
業
別
紙
織
の
賃
銀
勞
働
合
を
悉
く
粉
碎
し
盡
す
事
は
出
來
f
解
散
を
命
せ
ら
れ 

者
の
®：
議
を
指
導
す
る
最
も
完
全
な
組
織
で
あ
る』

ヒ
た
紙
合
は
再
び
組
織
し
密
か
に
そ
の
關
係
を
持
續
し

.
 

い
：ふ
®
^
:不
.充
分
な
信
#
を
公
に
し
れ
.
併

し

此

用

心

.又
勞
働
者
は
公
然
活
励
め
出
來
る
樣
に
^
有
ゆ
る
機
首 

^
瞹
昧
^
は
官
權
を
£
.つ
て
の
事
で
あ
る
ヒ
共
に
又
ニ
.
を
利
用
し
て
盡
カ
し
た
。
然
る
に
一
九
二 

ニ

^

、
.
一
三 

面
社
會
民
主
黨
中
の
穩
和
派
の
大
な
る
影
響
に
由
る
の
年
に
は
苒
び
勞
働
連
動
.の
好
況
時
が
襲
來
し
組
合
は
復 

、ご—•：

ひ
：つ
2
,0
.
:
. 

, 

活
し
そ
の
活
動
は
戰
^
.の
當
初
ま
で
•熱
狂
的
に
續
け
ら

s

o
 

:
:
代
表
評
議
會
は
調
停
厨
、.
爭

議

委
員
會
"
勞

働

取

引

所 

:■
:
‘

「
(

ニ〕 

 ̂

八
時
間
勞
働
を
制
定
し
、
；一

般
に
雁
主
に
對 

:
1ル

I

七
年
の1

一
月
革
命
に
帝
制
政
府
：ゆ

願

覆

す

る

:し
抑
應
手
段
を
_

じ

吏

に

勞

働

爭

讖

の

解

決

に

卒

先

努 

e
各
都
市
に
市
街
戰
を
現
出
し
、.勢
働
港
は
自
衛
の
爲
め

.る
S
共
に
全
露k

s
a

の
：'中
央
機
關
設
僮
の
爲
め
全
國 

:め
勞
働
者
並
^
兵
士
の
.代
表
婺
員
會
を
組
織
し
な
。
1勞
:

：大
會
の
召
集
に
着
手
し
忆
。

：
..

働
級
合
は
非
常
な
勢
で
發
達
を
遂
げ一

九

一

七

年

三

月： 

一
^

一
 

七
年
四
月
初
句
ぺ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
に
開
か
れ 

十
五
け
に〗

一
十
ニ
組
合
の
.委
員
は
.モ
4

コ

ォ

に

會

し

て

^
^
八
十
一
一
の
勞
働
者
並
に
典
士
の
代
表
委
員
會
の
最
初 

勞
働
組
合
評
讓
會
を
組
織
し(

ぺ
：テ
>
グ
ヲ
丨
*ト

に

も

之

0
協
議
會
は
.I'

般
經
濟
政
策
、
八
時
間
勞
働
、
最
低
勞 

.が
成
立
し
：た
。
職
業
別
產
業
別
の
組
合
が
雜
ん
に
創
設
へ
，銀
、
結
社
の
电
由
、
調
停
局
、
勞
働
取
引
所
"
エ
場
歡
瞥
、
 

さ
れ
？ 
乂
中
央
周
<

9

&

0

1

«

|

衰〕

，
亡
稱
せ
ら
れ'

-:
產
業
の
管
理
ミ
組
織
、
强
制
兵
役
'
勞
働
の
»
入
、.社 

る
細
合
間
連
絡
の
機
關
が
組
歌
^

n
た
o.
.勞
働
爭
議
.に
.
；，會
保
險
旅
に
失
業
に
關
す
る
決
議
を
爲
し
k
。
凡
て
之 

:際
1,
!
て
之
を
揩
導
す
る
機
關
が
勞
働
者
に
必
要
で
お
り
一
等
の
決
議
は
當
時Soviets'

に
於
て
絕
對
多
數
を
占
め 

且
つ
紕
合
が
未
だ
仇
歡
で
ぁ
つ
れ
の
で
勞
働
若
代
表
評
一
て
ゐ
た
社
會
主
義
穩
和
派
の
色
彩
を
お
び
て
ゐ
た
。
猶 

讖
歆
が
之
を
«:
佐
し
時
に
は
お
に
代
つ
セ
活
動
し
た
。

此
協
議
會
も
亦
全
國
大
會
の
間
催
を
以
て
急
務
ど
看
做 

革
命
.の
竑
功
^
共
に
有
ゅ
る
エ
場
、
有
ゅ
る
職
業
の
勞
し
た
。
四
月
十
七
日
に
組
織
#
員
會
が
&
成
さ
れ
、
代 

_
者
は
貴
龈
の
增
紙 

>
:勞
個
時
間
の
短
縮
、：'罷
エ

期

間::
表
.者
を
全
國
の
主
要
地
に
派
遺
し
六
月
ニ
+
日
を
以
て
：
 

に
對
す
る
終
與
そ
の
他
の
恶
求
を
提
ー
出
し
れ
。
勞

.«
者

第

！

VI

同
全
國
勞
働
組
合
會
議
ば
。へ
テ
ロ
ダ
ラ
ー
ド
に
開 

^•■
H 

ハ猞(

ニ

容

.！)

.
■:
,轉

.
篩
H
':
;露
 ̂

: 

'笫
七
號
. 

一
 

5



”
第H

ハ
潘
' 

U

8

5雑

錄

露

M

2
於
け
る
勞
糊
紕
合1

脚 

-

第

七

捵

1

一
四

.か
^
全
露
勞
働
組
合
運
動
の
*
礎
が
確
立
し
た
。

，露
西
蓝
史
上
初
め
て
各
地
方
か
ら
禀
決
權
を
有
す
る
. 

一
一
百1:1

十
名
ミ
協
賛
權
を
有
す
^
:-
十
七
名
の
代
表
者 

が
.此
會
議
に
出
席
し
、
：彼
等
«
全
員
百
四
十
七
萬
5
千 

1

ー
西
四
十
九
人
を
包
含
す
る
九
西
六
十
七
組
合
ビ
五
十 

,1
,

中
央
局
の
代
表
者
で
■あ
つ
れ

:;
0
此
會
議
の
使
命
は
全 

露
の
中
心
的
根
據
を
建
て
、
幽
體
組
織
の
一
定
の
典
型| 

を
作
®
し
、

一
般
計
畫
事
業
を
指
示
し
、
.統
一
的
の
經1 

濟
政
策
を
決
議
す
る

，

に
あ
つ
ft
が
僅
か
に
を
のI

部
を 

果
し
得
た
の
.み
で
あ
つ
た
。
之
は
組
合
運
動
が
未
だ
經 

:

驗
少
な
く
そ
の
上
此
會
議
に
於
て
は
右
翼
社
會
主

義

者 

•か
優
勢
で
あ
つ
れ
に
由
る
。.
彼
等
右
翼
は
當
時
彼
等
が 

::

統
轄
し
つA

あ
つ
れ
露
西
蓝
共
和
國
の
般
政
策
^
步 

調
を
共
に
し
て
組
合
連
動
^
も
指
導
し
や
ぅ
^
し
た
。
： 

左
»
々
る

tdolsheviks^Internationalists 

d 
右
»

のM
e
n
s
h
e
v
i
k
s

社
會
革
命
黨
等
S
爭
つ
た
が
投
袈
薇
に 

:■
:拾
五
乃
至
一

1

拾
票
の
差
が
あ
つ
た
。戰
爭
、
有
產
階
級
^
; 0 .

提
携
、
產
業
の
管
理
S

い
ふ
勞
働
階
級
に
ミ
つ
て
革
： 

命
の
根
本
問
題
は
何
等
解
決
せ
ら
れ
る
所
な
く
、
決
®

:
の
與
人
ら
れ
た
範
圍
で
は
凡
：て
反
革
命
的
で
ぁ
つ
た
。

. 

. 

.
左
翼
は『

勞
働
組
合
運
動
を
支
配
者
階
級
の
利
益
の 

■:
爲
め
に
制
限
し
又
服
從
せ
し
め
る
如
何
な
る
企
[1
|
を
も 

處
罰
し
、』

又
組
合
は『

階
級
間
の
宥
和
^
い
ふ
有
，ゆ
る
ン
ぐ 

:|觀
念
即
ち
國
內
の
有
產
階
級
ビ
の
協
力
の
可
い
ふ 

一
,:
事
ビ
全
く
關
係
な
き
事』

を
聲
明
し
、
そ
し
て
勞
働
組 

ベ
ロ
は
國
內
の
支
配
者
階
級
に
對
す
る
段
衆
の
軍
命
的
闘
.

I.

爭
手
段
に
依
つ
て
最
も
速
が
に
人
獨
逸
ご
媾
和
を
結
ぶ 

'盡
カ
を
す
る
社
會
黨
の
み
を
拨
助
す
る
も
の
な
る
事
.

:

を
會
議
の
名
を
以
て
宣
言
す
る
樣
に
提
議
し
，た
が
、

，
；
'
；
: 

| :
勞
働
管
理(

Labor 

control:

の
意
味
は
次
號
參
照)

の 

,運
動
開
始
の
決
議
案
i
共
に
否
決
Iさ
れ
て
し
ま
つ
れ
。
:

':
.是
は
#
纖
の
多
數
が
有
產
階
級
中
の
進
步
派
^
妥

協

を

： 

求
め
る
事
が
勞
働
階
級
の
義
務
で
ぁ
つ
て
^
の
爲
め
に 

は
資
本
主S

に
根
本
的
な
打
撃
を
與
ベ
る

樣

な

問
題
を

議
す
る
場
合
に
は
最
も
愼
重
で
な
け
れ
ば
«

ら
ぬ
^

い
: ;

の
勞
働
組
合
の
統
二
R

は
大
い
に
役
立
つ
た
。
工
場
委 

•

ふ
見
解
を
有
し
て
©

れ
か
ら
で
ぁ
つ
れ
。
そ
こ
で
彼
等
員
會
の
組
合
に
對
す
る
從
腸
を
可
決
し
、
婦
人
勞
働
、

は
*
本
家
階
級
に
對
す
る
增
桃
、
重
要
物
產
の
物
價
定
失
業
"
調
停
局
、
.H

業

裁

判

所

そ

の

他

多

く

の

決

_
案 

寧
、
:'
最
も
重
婴
な
產
業
の
直
接
國
家
管
理
、
龈
行
0;
‘嚴
を
通
過
し
勞
働
組
合
の
中
央
機
關
た
る
全
露
努
働
組
合
. 

重
な
監
瞥
、
產
業
の
强
制
的
國
家
集
中
、
諸

麗

を

統

I
:

中
央
委
員
會
を
創
設
し
た
:
：
°

そ

の

決

議

中

の

或

事

項

.に 

:

轄
r
る
政
府
の
改
造
並
に
之
■
じ
於
け
る
革
命
民
主
タ
し
ば
誤
謬
が
ぁ
つ
た
左
稱
せ

義
代
表
者
の
優
越
：を
確
保
す
る
事
等
を
主
張
し
た
。

.

働
淨
議
の
要
點
を
擧
示
し
，
又
眞
の
全
露
會
議
: 0

最
初
：
 

.

而
も
此
會
議
は『

此
管
理
の
過
程
ば
無
產
者
階
級
が

i

の
決
議
^

し
て
有
意
義
■

で
ぁ
つ
た
。

そ
の
全
般
或
は
大
般
に
携
は
S

は
f

闲
雞
で
ぁ
ら
第
三
囘
裏
は
そ
の
決

8

項
を
如
何
S

施
す
る 

a :

.つ
祓
雜
過
ぎ
る』

)
w

力
說
す
る
必
要
が
當
^

『

無
產
階
級
の
み
が
國
家
の
經
濟
的
紊
»

_
鬪

の

進

-

態
度
を
採
る
.か
S

て
は
何
等
示
す
所
？

か
つ
た
。
 

# :

を
そ
の
成
行
に
對
す
る
全
責
任
を
負
ふ
べ
4

は

な\ 

二
月
革
命
の
起
る
やI

時
泥
亂
に
墮
つ
た
有
產
階
級
' 

ぐ
國
家
常
面
の
經
濟
輒
題
の
解
決
に
は
全
生
產
者
階
級
：〉

;は
漸
次
囘
復
し
階
級
_
爭
の
:«
略
上
最
も
重
躯
な
_國
家
. 

.:
を
集
中
さ
せ
る
有
.ゆ
る
方
法
を
»'
ザ
る
必
耍
が
ぁ
る』

.

'

0統
治
機
關
を
占
有
す
る
に
.至
つ
た
。
又
革
命
前
彼
等
：
 

£
1
®
#

し
た
。
此
漠
然
ャ
る
信
條
は
明
ら
か
にI

T

月

革

.は
立
派
な
組
織
のH

業
家
™
體
、
商
業
會
議
所
、
銀
行 

命
當
初
い
ら
の
.有
產
階
級
も
の
提
携
を
繼
續
し
や
ぅ
ビ
集

#
所
、
ト
ラ
ス
ト
、
.
シン
デ
ゲ
ー
ト
等
を
有
し
革
命 

い
ふ
希
望
を
示
し
で
ゐ
れ
？
、併

し

乍

ら

此

會

議

は

雷

皮
共
に
之
等
が
擧
つ
て
勞
働
者
に
反
對
し̂

C
勞
働
者

, M

第
十
六
潘
x

r

〇
〇
三)

雜
：
.
錄

i

西
蓝
に
於
け
る
勞
働
組
合
運
動 

第

七

眺

f 

5



第
十
六
卷
.(

一:
0
0

四)

帷
.

錄

:
籮
西
雄
I;
於
け
名
勞
働
組
合
運
勁

の
*
僦
解
寒
、
八
時
間
勞
働
V

X
場
委
員
會
の
權
限
、
：
- 

並
にH
場
經
營
上
の
戰
督
等
の
間
題
.に
關
す
る
#
議
が 

#.
ん

に

破

生

し/2
0

::
:
.
:ノ
:

^

有
鹿
階
級
は
政
治
上
の
行
動
に
’は
讓
步
し
又
最
も
民 

¥
的
な
選
擧
權
を
も
承
認
し
た
が
經
濟
上
の
權
利
の
爲 

;

•

め
に
.

は

些

細

の

事

じ

も

極

ヵ

爭

つ

た

:.
:0

堂

S々

つ
.
て 

ば
勝
目
の
な
.

い
の
は
明
摩
な
の
で
露
西
驵
で
所
>謂
サ
ボ

，等
文
效
が
な‘か
つ
た
.。
«
主
.侧

の

猶

導

者

は

金

鱗

エ

：場 

の

.1
有
若
達
で
ぁ
つ
れ
が
そ
の
外
ク
ラ
ル
のBogolo- 

v
s
k
y

鑛
業
地
方
の
：經
營
者
の
代
表

1ば

商

エ

大©
の
.，諮 

問
に
答
へ
、
如
何
な
る
委
員
會
も
1«
停

局

を

も

.‘
認

め

ざ
 

る
事
を
述
ベ
、
又
バ
ク
.の
石
油
業
者
組
合
は
.'

H

場
委
員 

會
を
通
じ
て
の
勞
働
者
の
任
免
に
斷
じ
て
同
意
せ
ざ
る\ 

事
を
宣
言
し
た
。.
之
^
同
様
の
宣
言
は
中
部
3 1

業
地
方

M
u 
F

p 

\SJ>. 

. L 
yc 

n * 
n

v 

i
# 

/
l
\ 

f 

-

n 

- 、
 

I

j 

.
X
M
I 

.

へ
'

I
.デ
ビ
名
&
け
ら
れ
：た
戰
術
に
出
で
た
。
即
ち
勞
働
一
の
合
同
產
業
組
合
に
1:1
.つ

て

も

德

叨
さ
れ
、
北
部
の
鑛

者
を
兵
僮
，攻
め
に
す
み
爲
め
巧
妙
な
エ
場
の
潰
廢
そ
の\ 

他
の
毕
段
を
雛
じ
た
。
；

：
；;.
.

.八
時
間
勞
働
©-
實
施
に
.彼
等
は
大
ぃ
に「

反
對
し
た
が
：\ 

結
周
を
れ
に
從
は
な
れ
ば
な
ら

な

か
つ
た
。
併
し
如
何| 

«
石
場
合
に
も
彼
等
は
エ
場
蒌
員
0
勞
働
者
の
彺
免
ど\ 

工
場
管
理
に
服
す
る
■事
は
出
來
な
か
つ
た
。
彼
等
は
凡 

で
を
賭
し
で
敬
つ
た
。
之
は
雇
主
に
ど
つ
て
最
も
童
大 

な
權
利
の
儳
害

な

の

.
で

革

命

®

期
の
，最

も

歡

烈

な

帮

議

- 

點
で
*)
;:
つ
.た
。
假
政
庇
は
兩
者
の
調
：停
を
計
つ
た
が
何.

業
家
袓
合
そ
の
他
の
.雇

主

剛

體

も

勞

働

者

の

此

『

不
法 

な
要
求』

に
激
ff
l
し
て
反
對
し
^
。

一，：九
一
七
年
八
月
べ
ク
ロ
グ
ラ
ー
ド
の
製
造
業
者
聯 

:.合
»

0
主
他
で
M
主
刚
體
の
全
國
大
會
が
開
か
れ
た
そ 

の
中
の
最
大
團
體
は
一
一
千
の
事
業

ビ
W
五
十
腐
の
使
用 

A'
s
を
代
表
し
た
。：此
大
曾
は『

雁
主
の
利
益
援
護
の
爲 

め

に

彼

等

を

結

合

す

る

』

目
_

を
以
て
全
露
製
造
業
者 

園
體
の
聯
盟
を
組
織
し
.
た
..。

七

月

の

ぺ

ク

P

ダ
ラ
*
ド 

勞
働
者
の
敗
北
に
雇
主
旅
に
そ
の
il
if
l
は
馓
に
勢
づ
き

..ly, 

i
-
—
，パ 
v
r
%
f 

i 

“

旣
.に
®
命
の
最
危
期
は
經
過
し
勞
働
者
に
對
し
攻
勢
的
會
議(state 

convention)
せ
名
付
け
れ
が
モ
スn

ォ 

態
度
に
轉
じ
得
る
s S

ふ
：確
信
を
得
る
に
：生
つ
た
。
七
勞
働
組
合
評
議
會
は
斯
か
る
喜
劇
の
續
演
に
反
對
す
る

月
か
ら
十
月
ま
で
は
素
®
し
い
辩
議
の
月
で
あ
つ
て
キ
- 

ス
.n

ォ
皮
革H

、

ド
ン
^

_
域
の
_
夫
、I

v
a
n
o
v
o
-
V
?

 

sne S
S
P
1
V

の
，妨

織

エ

等

多

數

鱗

働

者

が

®
々
な
社
會
的 

摩

求
:^
提
出
し
.た
。
此
兩
階
銥
の
_
を
«

0
れ
_
停
策 

象
見
出
さ
，ぅ

ぃ

ふ

假

政

府
0
鼾
窬
は
證
兩
渚
の
反 

感
を
#
々
高
め
る
ば
か
h
.で
ぁ
っ
把
。
斯
ぐ
，て
十
月
革 

:

命
に
遙
が
先
立
つ
て
勞
働
組
合
は
聯
立
政
府
を
武
斷
的 

に
«
稷
す
る
必
耍
を
認
め
：る
：：に

至

0:
れ
。
'
■'
'■ 

最
大
勞
働
|1
1
合
I

金

風

エ

訪

織

工

^

^

ビ

勞

働

運

動
の
.中

心
.地

方
..-
ぺ
_
.7-—

ロ
；
グ

'
ラ
丨
ド
、

ス
：
コ
.オ
、

 ̂
K Iva.novo-y 
o
s
n
n)
s
sn>
n
s
k

は
第

商
會
pS

於
て
旣
に
提
携
に
反
對
し
斷
乎
た
る
革
命
的
闘
爭
到
主 

張
し
.て
ゐ
れ
。， j

九
1
:七
年
八「

月
^
社

會

民

主

々
_

者 

M
e
n
s
h
e
v
i
k
s

)r
r
h
#葙
命
黨
員
と
自
由
生
義
者S
の
間
に 

.

.成
发
雜
關
係
が
成
立
しKe

r
s
s
k
y

.
政

府

が

之

を

國

家
同
盟
輝H

の
發
議
者
S
な
つ
ね
。.五
十
海
人
の
モ
ス
コ 

ォ
勞
働
者
が
之
^
參
加
し
假
政
府
に
向
つ
て『

凡
て
の
：
 

權
利
をSoviets 

.にJ

ビ

絕

叫

し

ね
:0
抢

四

萬

五

千

の
 

-勞
働
者
を
包
含
す
る
タ
ラ
ル
の
勞
働
者
會
議
は
.『
露
西 

亜
の
革
命
政
府
の
代
卜
に
反
截
命
的
勢
カ
の
モ
ス
コ
ォ
，
 

會

議

を

：以

て

す

る

事

』

に
：

杭
！！

の
.決

議

案

を

通

過

し

れ

。 
KornilofT

の
叛
飢
€
關

連

-^
て
.
^
の̂
絨
時
廢
築
、
勞 

働
管
»

"
全
權
をSoviets.

へ
等
を
要
求
し
、
最
大
.の 

勞
働
組
合
が
引
續
I

不
威
運
動
を
行
つ
た
。
ベ
ぇ
ロ
ダ 

ラ
ー
ド
勞
働
組
合
評
議
會
は
"
假
政
府
は『

平
和
す
民 

衆
の
利
’益
を
聯
合
國
せ
露
、两
|
|帝

制

主

義

の

犠

牲

に

し
| 

て
ゐ
る』

.
：
ど
主
張
し
、

八

月

末

に

は

^

^
命
に
對
し
：て 

ぺ
7*
ロ
ダ
ラ
ー
ド
防
迦
の
爲
め
特
別
の
委
員
會
を
設
置 

す
る
事
を
宴
求
し
た
。
‘モ
ス
コ
ォ
の
金

S

H
は

『

_

«
 

定
資
本
ヒ
の
間
に
大
き
な
_
;民
.的
鬪
爭
が
あ
る
の
..み』

第

十

六

卷

O

 

c

〇
玉)

r

雜

“

錄
’

.
辕
媒
姐
.1
1於
け
名
勢
働
紕
合
騷

第
七
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笫

十

六

怨

(

一〇〇六

〕

雒

錄

，
餺四

3 S
K

於ける

I

ヒ
宣
言
し
九
月
の
全
露
紡
'織
エ
大
會
は『

權
カ
獲
得
の 

'.
鬪
爭
に
於
て
は
全
然S

o
v
i
e
t
s

を

拨

何

ん

\£
«

:

れ
ば
唯
斯
か
る
力
の
み
が
國
家
を
經
濟
的
並
に
政
治
的 

破
滅
か
ら
救
ひ
又
勞
働
階
級
の
地
位
を
改
善
し
得
る
か 

ら
である

』

^
約
し
た
。

，
1 

勞
働
爭
議
が
激
烈
に
な
る
k
從
ひ
益
々
勞
働
組
合
を 

驅
り
て
犮
製
に
赴
か
し
め
、
九
月
の
ベ
テ
ロ
ダ
ラ
ー
ド 

の
民
生
會
議(

u
e
m
o
c
r
a
t

o-c
o
n
v
e
n
t
b
n
)

に
於
て
ば
百 

八
十
九
萬
三
千
百
名
：の
勞
働
者
を
代
：表
す
る
勞
働
組
合 

代
表
者
の
九
割
は
提
携
に
反
對
じ
、
：そ
の
七
割
はBol

丨
 

shevist

黛
に
«
し
て
居
れ
。「

九
月
十
月
は
兩
階
級
の
激 

€*
の
中
に
經
過
し
勞
働
者
は
彼
等
の
決
議
を
赤
衛
軍
の 

力
に
ょ
.つ
て
强
制
的
に
實
施
し
？
皮

革

H

組
合
ビ
皮
举 

製
造
者
聯
盟
ど
の
#
議
の
如
き
は
終
に
避
主
がH

場
か 

ら
追
は：

れ
X
場
委
員
の
占
有
す
る
所V」

な
つ
た
。

十
：：：：

五
.日
十
三
®
八
千
名
の
勞
働
者
を
代
表
す
る
モ： 

ス
コ
オ
地
方
金
膦H

會
議
は
..

『

經
濟
政
策
の
跋
礎
に
根

働
紙
合
遯
前
. 

第
七
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一一

八
‘

本
的
變
更
を
加
へ
る
爲
め
の
熱
心
な
運
動
"
即
ち
1

 

の
シ
ン
デ
ヶ
I
ト
組
織
の
石
油
、
石
炭
碰
糖
並
に
金
爝 

土
業
0

國
有
、
運
輸
機
關
ビ
銀
行
の
國
有
、
を
要
求
し
. 

K
に
.『

各

地

方

に

於

.て
最
も
速
か
に
產
業
の
勞
働
管
理 

の
實
現
に
着
手
す
る
事』

を
激
雜
し
た
。
十
月
九
日
モ 

ス
コ
ォ
地
方
の
ニ
十
萬
人
の
妨
織
エ
を
代
表
す
る
西
名
. 

の
代
表
者
はS

o
v
i
e
t
s

を
擁
讓
す
る
事
を
約
し
、
M
丰 

等
の
デ
ボ
タ
丨
デ
並
に
假
政
浒
の
本
信
行
爲
に
對
し
斷 

乎
た
る
行
動
に
出
る
事
を
3

§
o*
t
sに
促
し
た
。
事
態 

:

は

一
層
複
雜
ど
な
6
諸
方
に
地
方
的
の
擺H

が
起
つ
た 

::

が
何
事
も
な
か
つ
た
。
巧
妙
な
歷
主
及
び
其
则
體
は
勞 

' 

'働
者
を
別
々
に
打
破
す
る
爲
め
却
つ
て
小
罷
丁
¥

煽
動
. 

し
た
の
で
あ
つ
た
。
併
し
十
月
革
命
0
成
功
ず
る
や
政 

治
上
經
濟
上
の
全
權
は
無
產
階
級
の
掌
振
す
る
所
€
な 

〃
資
本
主
義
時
代
の
一
切
の
關
係
は
破
壤
3
れ
勞
働
組 

合
は
勞
働
政
府
の
一
部
門
ハ
#g

®

共
產
黨
第
九
囘
大
I 

會
決
議
^

な
つ
た)
。

:

中

華

民

國

財

政

の

整

理
' .(

上
r

:

胡

:

己

: :
任

:.
-

ヽ
第
一
章
我
國
財
政
の
槪
况

第
一
節
' 
前
淸
財
政
の
槪
略
'

中
華
，民
國
の
財
政
を
»1
:

^
し
，、
又
は
徹
底
的
救
濟
策 

を
講
せ
ん
ビ
欲
せ
ば
、
須
く
民
國
元
年
以
來
の
財
政
0

 

一
斑
を
述
べ
、
以
て
其
紊
亂
0

原

因

何

す

る

か
: 

を
明
に
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
、.
但
し
中
華
民
國
の
財
政
.は 

前
淸
財
政
の
棄
亂
を
承
け
.

て

、

今

日

.に

至

る

も

の

に

し 

て
、
若

し

前

淸

の

財

政

の

狀

況

を

知

ら

：ざ

れ

ば

、
中

華 

民
國
の
財
政
を
論
す
る
は
、
架
空
に
流
る
、
處
ぁ
り
、. 

茲
に
於
て
、
先
づ
前
淸
の
財
政
の
槪
略
を
述
ぶ
べ
し
。

い
前
淸
の
財
政
は
、
左
の
五
期
に
分
つ
を
得
べ
し
。
‘

パ
第
一
、
窩
裕
期
、
滿
淸
入
關(

b

ハ
叫
四)

又

り

嘉

慶!:
至

ろ

迄 

第
二
、
：缺
2 .

期
、萬
酸
i

り
同
治
.初
年
迄
. 

.

鉻
十
六
卷(

1

0
0
七0

雜

錄

中
華
民
阈
財
政
：

第
三
、
，中
興
期
、
同
治
初
蜞
ム
り
中
日
戦
#

|:

茧
5

迄 

第
四
、
紊
亂
期
、
中
日
睐
爭
i

り
園
匪
弗
變(

一

九
〇
〇)

に
至
る
造
: ;

七
年
間 

.

.

.

.

.
第
i t

、
：大
紊
E

期
、
卿

睦

蠢

ふ
.
”

業

.1

九
i 

5

1:
至
る
迄
十
.

.

ド
.

：.1

年

間
-

:
.」

:

:

:

;

.

今
次
を
逐
ふ
て
其
の
槪
略
を
述
ぶ
べ
し
。

:

P

第
：

T

 

:

富
裕
期
、
滿
淸
入
關
ょ
ぅ
嘉
慶
に
至
る
海
ー 

:

-

:

1

、
順
治
時
代
の
財
政
：

:

一
、'
民
力
の
寬
恤
我
國
は
、:
歷
來
課
桃
の
輕
重
を
，

:

以
て
、
君
主
の
仁
暴
を
定
む
る
標
準
ど
爲
す
、
淸
朝
は 

人
心
收
欖
の
爲
め
、，
入
關
以
來
、
粗
稅
を
徵
收
す
る
に 

一
に
前
代
の
舊
法
に
ょ
6
敢
へ
て
增
徵
せ
ざ
る
の
み
な 

ら

ず

、
前

代

に

行

は

る

、
種

々

な

る

附

加

稅

を

廢

除

し

、
. 

橫
征
暴
歛
及
び
中
飽
の
弊
を
嚴
禁
し
、
：
以
て
段
カ
を
寬 

恤
せ
んVJ

せ
り
。

'

-*
:-
經
費
の
節
約
冗
官
を
裁
汰
し
、
比
較
的
に
不 

必
要
な
る
行
政
機
關
を
徹
廢
し
、
以
て
經
費
を
減
縮
せ 

ん
^
せ
办
0

整

理

.
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